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ケンブリッジ大学図書館蔵

｢アストン和書目録｣について(1)

虎　　尾　　達　　哉

1.はしがき

標題の目録はケンブリッジ大学図書館日本部門(AoiPavilion)架蔵の

Catalogue of W.G. Aston's Collection of Japanese Booksを便宜かく訳したもので

ある｡筆者は1999年10月および2002年9月の二度に亘って,本目録を実地に

調査する機会を得た｡小塙はその両度の調査の報告を行い,あわせて本目録

がアストン研究の重要な資料たることを明らかにせんとするものである｡上

記の調査に際し,筆者に対して種々便宜を与えられたケンブリッジ大学図書

館ならびに同館司書･小山騰氏にこの場を借りて深甚の謝意を表したい｡ま

た,初度の調査行では,実践女子大学より在外研究中の佐藤悟氏の高配も恭

うした｡記して､感謝の誠を捧げる｡

2.アストンの略歴

本目録の書誌については後述するとして,ここではまず,その編者である

アストン(William George Aston, 184ト1911)について,主として楠家重敏の労作

(｢W.G.アストン日本関係年譜(1864-1932)｣ 『イギリス人ジャパノロジストの肖像』所収,

1998年,日本文芸社)に依りつつ,概略を述べておくこととしたい｡

サトウ(Ernest Mason Satow, 1843-1929),チェンバレン(Basil Hall Chamberlain,

1850-1935)らと共に英国の先駆的な日本学者として名高いアストンは, 1841年

アイルランド北部のロンドンデリー近郊に生まれ,ベルファストのクイーン

ズ･カレッジ(現Queen's University)およびその修士課程で古典や現代語,現

代史を学んで学士･修士の学位を取得した後, 1864年,文官任用委員会の採

用試験に合格｡在江戸英国公使館の日本語通訳生(Student Interpreter)に任用
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され,楠家によれば同年秋または初冬,生涯の盟友となるサトウに2年遅れ

て日本の土を踏んだ｡これはサトウら他の日本学者についても同様であるが,

アストンもまた,来日以前に何ら日本語教育を受けた形跡はない｡

以後,アストンは実地において日本語の習得に努めながら通訳としての公務

を果たしてゆくが,語学は天賦の才に恵まれていたらしく,短時日のうちに

これを自家薬寵中のものとし,早くも1869年2月には掌編ながら日本語入門

書として, 『日本口語文典』 (A Short Grammar of theJapanese Spoken Language)

を刊行,また1872年には文語文について『日本語文語文典』 (A Grammar of

the Japanese Written Language with a Short Chrestomathy)を上梓するまでに

至る｡かように古今の日本語に通暁したアストンは, 1872年に在日英国人を

中心に創立された日本アジア協会(Asiatic Society of Japan)を主たる拠り

所として,日本の言語,文学,歴史,宗教等について数多の論考を発表し,

日本学者としての地歩を着々と築いてゆく｡

他方,公人としてのアストンは,通訳生の後,通訳兼翻訳官(Interpreter

and Translator),補助官(Assistant),日本語書記官補(AssistantJapanese

Secretary)と徐々に昇進し, 1880年には兵庫領事代理(Acting Consul at Hiogo)

として神戸に転出,また1884年には朝鮮総領事(Consul-General for Korea)と

して京城に赴任する｡当時英国は朝鮮半島の政治経済動向に注意を向けてお

り,その要請もあって,アストンは在日中より,サトウとともに朝鮮人の下

で朝鮮語の習得にも努めていたが,彼はここでも天賦の才を遺憾なく発揮し,

語学的才能では人後に落ちぬサトウもアストンには一章を輸したという｡ち

なみに,アストンは｢日本語と朝鮮語の比較研究｣ (A ComparativeStudyof

the Japanese and Korean Language, Journal of Royal Asiatic Society, vol. ll , 1879)

のごとき朝鮮語関係の論考も著している｡

さて,朝鮮総領事として在任中の1884年12月,金玉均らによる甲申政変に

遭遇し,かねて蒲柳の質であったにもかかわらず,厳寒の戸外に難を避けね

ばならなかったアストンは,肺に病を得て急速神戸に搬送｡休養後も帰任す

ることなく,再度在日公使館に勤務することになるが,体調すぐれず, 1889
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年6月,ついに職を辞して帰国し,イングランド西南部のデヴオン州ビア-

(Beer)の地に妻と共に隠棲する｡そして, 1911年11月の死去に至るまでの22

年間,この温暖な保養地で,日本学関係の著作に専念することになるのであ

る｡アストンの名を高からしめた『英訳日本書紀』 (Nihongi:Chroniclesof

Japan from the Earliest Times to A.D.697, 1896), 『日本文学史』 (A History of

Japanese Literature, 1899), 『神道』 (Shinto:The Way of the Gods, 1905)の三部作

を始めとする重要な著作のほとんどは,実はこの時期に著されたものであっ

た｡

3.アストンの蔵書と和書目録

アストンの日本学についての多彩にして旺盛な著作活動を支えたものがその

膨大な蔵書であったことは疑いないb本節では先ず,ピーター･コ-ニッキー,

林望共編『ケンブリッジ図書館所蔵和漢古書総合目録』 (Early Japanese books

in Cambridge University Library, Cambridge University Press, 1990年,以下EJCUL

と略す)に依りつつ,アストンの蔵書について述べておきたい｡古今の日本語

に通暁したアストンは公務の傍ら古書韓を渉猟して写本･版本･活字本を問

わず,和書の蒐集に努めた｡これには同じく和書蒐集家であったサトウの影

響が大きかったと思われる｡実際,サトウとともに京都の古書韓を漁ったこ

とがサトウの日記(1881年11月12日条)およびサトウのアストン宛の書簡からも

知られる(1881年11月29日付)｡また,アストン,サトウ,チェンバレン,さら

に時デイッキンズ(F.V.Dickins, 1838-1915)らは,互いの日本研究の便宜のた

め,しばしば蔵書の交換や貸与を行っていたが,サトウに至っては1884年

バンコク赴任のため離日するに際して,自身の日本-の関心が薄れたためか,

その膨大な蔵書の多くをチェンバレンに無償で譲渡し,さらに残りを1892年

にアストンに貸与している｡貸与といっても,サトウが返還を求めた形跡は

ない｡ばかりか,アストンに対しては,のちにその書簡の中で,かつてチェ

ンバレンに譲渡した蔵書はアストンに譲るべきであったと悔いているばどで

ある(1908年11月5日付)｡かくして,アストンは自身で入手したものの他に,
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サトウより貸与(事実上譲渡)されたものを含めた膨大な蔵書約　　点9500冊

をビア-の自宅に有するに至るのである｡

やがて,これらの蔵書は1912年11月,アストン死去(1911年11月)の一年後

に至って,ケンブリッジ大学図書館(Cambridge University Library,以下

cULと略す)によって購入されるのであるが,これは生前アストン自身がサト

ウの勧めを受けてCULに譲渡を申し出ていたことを機縁とするものであっ

た｡ただ,アストンが譲渡についてCULと成約する以前に死去したがために,

無償譲渡ではなく遺産管財人による廉価(250ポンド)での館への売却という

形をとったものである｡なお,サトウは先述のように貸与分についての返還

は,これを求めなかったと思しいが, EJCULは,ケンブリッジへの蔵書譲渡

をアストンに勧めたこと自体に,サトウが貸与分に対する積極的発言権を保

持していたと見ている｡しかし,これはやや穿ち過ぎではなかろうか｡この

点はのちにふれることとしたい｡

さて,その死後cULに売却されることになる膨大な蔵書について,アスト

ンは生前,目録を作成していた｡いうまでもなく,小塙が紹介する目録がそ

れである｡以下,本目録の書誌的な事柄について述べることとしたい｡

本目録は現在,タテ約40.4cm,ヨコ約).5cmの大部･重厚な洋装本2冊

として,ケンブリッジ大学図書館日本部門の書庫に架蔵されている｡両冊の

扉にはそれぞれペンで"Catalogue /of/ W.G.Aston's Collection/ of/ Japanese

Books"と五行に分って書名が書かれ,その下に一冊には"Volume 1/ Aト1081",

他の一冊には"Volume 2/ Bl-897"と内容が2行分ち書きで表示されている｡

扉を開けると,以下目録本文となるが,これは書物一点ごとにその書名･著

者･刊行年･書誌･内容等を英文でペン書きしたタテ約6.5cm,ヨコ約

20.2cmの紙片を用隻として,台紙1枚につき5枚づつ貼り付けた体裁となっ

ている｡貼付は台紙の表のみで,裏にはない｡用隻は通計2000枚弱にも及ぶ｡

これらのペン書きがアストン自身によってなされたものであることは,彼の

特徴的な筆記体から明らかであるが　Vol. 1の冒頭貼付の用隻には"Nota

bene" (ラテン語で覚え書き)で始まるアストンの署名入りの識語(後掲)があり,
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これらの用隻が　　年8月にアストンによって書き上げられたものであるこ

とが知られる｡

ただし,本目録が現在のように洋装本2冊に仕立てられたのは,アストン

の蔵書がCULに入った1912年の6月～7月のことである｡ Vol.1扉左下隅

の"Slips mounted and bound in 2 volumes /June弓uly, 1912"の注記がその

ことを示している｡無論,扉に記されたこの注記も先の書名もともに貼付･製

本時にCUL側によって書かれたものである｡したがって, 1908年に書き上げ

られた彩しい紙片が当初アストンによってどのような形態で保存されていたか

は不明というはかない｡もっとも,アストンは後にふれるように,これらの

用隻に書かれた目録をただ自身の便宜のために作成したのではなく,後世に

残すことを目的として作成したことは明らかであるから　CULがこのような

形に貼付･製本したことは,アストンの本意に幾分なりとも沿うものであっ

たといってよいだろう｡

ここで,先にふれたアストンの識語を引いておきたい｡

Nota

This catalogue is imperfect. Especially as regards the Buddhist books. It

requires a thorough revision by a competent native Japanese scholar. The names

of persons are often only guessed at and must be frequently wrong.

W. G. Aston

Aug. 1908

一読して,アストンの学者としての謙虚な姿勢が窺われよう｡ ｢人物名(普

者名)についてはしばしば当てずっぽうであり,間違いも多いはず｣と述べ

ているのは,例えば, 『朝鮮事情』の著者,榎本武揚を"Enomoto Takeage"

と記している(ただし,アストンはそこでは慎重に?を付している)類のことを指し

ているのであろう｡あのアストンにしても,人名の読みはしかく難解であった

かと微笑ましくさえ思われる｡

それはさておき,この識語で注意したいのは,アストンが｢有能な日本人

学者による徹底的な校訂｣を望んでいる点である｡すなわち,アストンはこ
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の目録が人目にふれることを明瞭に意識し,より完壁な目録となることを希

求していたと理解されるのである｡この目録が自身の便宜のために作成され

たものであるなら,いかに学究肌のアストンとはいえ,かようのことを敢え

て識語に書くことはすまい｡否,そもそも識語を書き付けることもなかった

であろう｡この識語と校訂希求の文言こそは,アストンがこの目録を後世に

残すことを目的として作成したことを雄弁に物語っている｡それでは,何故

アストンは自身の蔵書目録を後世に残そうとしたのか｡

実はアストンがこの目録を作成した　　年は,例えようもない悲しみが彼

を襲った年であった｡この年の1月,アストンは36年連れ添った妻ジャネッ

トを肝臓癌で襲うのである｡当時,盟友サトウはやはり外交官生活から退き,

ビア-から車で1時間ほどのオタリー･セント･メリー(OtterySt.Mary)に

居を構えていたが,ジャネットの死の直前,エクセタ-の病院に彼女を見舞っ

たとき,余命2･3時間もないと知らされ悲嘆に暮れる(indeepdistress)アス

トンの姿を日記に書き留めている(｢サトウの日記｣ 1908年1月7日条)｡サトウに

とっても,ピアノの名手であったジャネットは音楽を共通の趣味とする｢か

けがえのない友人｣ (an invaluable friend)であったが,そのサトウによれば,

アストン夫妻は｢強い杵で結ばれた大変仲の良い夫婦｣ (a very attached and

happy couple)であったという(同上)｡ジャネットを喪ったアストンの悲しみ

はいかばかりであったか｡

1909年5月,アストンのもとを訪れたサトウの目には,アストンが｢墓室

会った時よりははるかに元気そうに見えた｣が,論文についてアストンは,

｢いろいろ頭に浮かんではくるが,気力(the necessary energy)がなくなって

しまって,うまく書けない｣とこぼしたという｡アストンは気力の喪失を持病

の肺病に帰した(以上, ｢サトウの日記｣ 1909年5月26日条)が,無論そればかりで

はあるまい｡

年1月に妻に先立たれ,かねて子を儲けることもなかったアストンは,

年来の持病に苛まれながら,論文執筆への気力を喪失する一方で,恐らくは

自らの余命の短からんことを悟り,無慮　　点にも及ぶ蔵書の行く末を案じ
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たのであろう｡そして,死後しかるべき機関に寄贈しようと考え,その準備

の-として,目録の作成に取りかかり,さらには,これは憶測に亘るけれど

も,その寄贈先について盟友サトウに相談したのではあるまいか｡もしそう

であるとすれば,それはアストンの蔵書にサトウからの貸与分が多く含まれ

ていたことからも自然な成り行きである｡　　年のサトウによるCUL-の

無償譲渡の勧めは, EJCULがいうがごときサトウのアストン-の貸与分に対

する積極的発言権の行使ではなく,むしろ寄贈先選定についてのアストンの

依頼に応えたものではなかったか｡

その寄贈をめぐる経緯はともかく　1908年8月成立の本目録は孤独の身と

なったアストンが,将来の蔵書の寄贈に備えて書き上げたものであることは

まず疑いない｡しかも,失意の中にあったアストンではあったが,将来の蔵

書利用者の便を図って多くの情報を盛り込もうと努めたことが如実に窺われ

る｡実例をもって示そう｡

(1) Vol.1 A7

Muninjima Danwa by a Satsuma doctor

1797,1 vol.M.S.10 1/2　×　7

An account of the Bonin islands. Illustrated.

2　Vol.1 A97

Haikai Shichibu shiu

N.D. about end of 17th century. 7vols 6 1/4×8 1/2

A collection of Haikai poetry-See Aston's Hist, of Jap. Lit. p.289

すなわち, (1)では, 『無人島談話』について,著者が薩摩の医者であり,

1797年に著された一冊本の写本(M.S.)であることを記され,その法量をイ

ンチで示したのち,内容が小笠原諸島(Bonin islands)の説明であること,ま

た挿絵付きであることを述べている｡また, (2)では, 『俳語七部集』について,

刊行年不明(N.D.=No Date)としつつも, 17世紀末と推定し,冊数･法量を記

し,その内容を俳語を集めたものと説明した上で自著『日本文学史』の参照
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箇所まで明示している｡いずれの記載も極めて簡潔であるが,情報量は決し

て乏しくはないことが知られよう｡とりわけ,アストンが本目録を通して挿

絵(illustrated)の所在を一々注記していることは注目される｡いうまでもなく,

アストンのようなごく僅かな例外を除く多くの人々にとっては,直接視覚に

訴える挿絵こそが日本の事物を知る唯一の手がかりであったからである｡ア

ストンの配慮が窺われよう｡

かように,本目録が将来の蔵書利用者の便を図ったものであることは明ら

かであるが,その字体は多くの場合,ほとんど走り書きといってよい｡これ

は,本目録がアストンにあっては識語にも記されているように｢不完全な｣

(imperfect)あくまでも草稿であり, ｢有能な日本人学者による徹底的な校訂｣

を侯って完成すべきものであったことによるのであろう｡もっとも,そのよ

うな日本人学者はアストンの生前はもとより,死後もたえて現れることはな

かった｡

4.本目録の構成と成立過程

本目録が1912年のCULによる貼付･製本によって,洋装2冊本に収めら

れたものであることは既に述べたが,その冊立てはアストン作成の目録紙片

約2000枚がA･ Bに分類されていることに拠っている｡すなわち　Vol.1

は左上隅に大きく"A"と書かれ, 1から1081までの通し番号が打たれた用

隻が貼付･製本され　Vol.2は左辺中央よりやや上に"B"と書かれた1か

ら897までの用隻が収められている｡

ところが,このA･ B表記は仔細に見ると,やや趣を異にすることに気づ

く｡その位置が異なるだけではない｡ A表記の方はいずれも判で押したよう

に変化に乏しいまったく同じといってよい字体で書かれているのに対し, B

表記の方は用隻によって字に精租や濃淡が認められるのである｡しかも,そ
(

の精租･濃淡は各用隻の日録本文の精租･濃淡と完全に一致しているのであ

る｡翻って, A表記の方は目録本文の精粗･濃淡とは全く一致しない｡以上

の観察結果からすれば, A表記は,各用隻にその個々の目録事項が記される
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以前か,または記載終了以後に, A字のみいわば機械的に書き込まれたもの

であるが, A246のあとにA字のみ記されて目録事項の記載がない用毒が見

られることから,前者であったとみてよい｡これに対し, B表記は,各用隻

に個々の目録事項が記される際に,その都度書き込まれたものであると推定

される｡つまり, A類の目録は予めA字入りの用隻を作成して目録事項を記

載していったものであるのに対し, B類の目録は白紙の用隻に先ずB字,さ

らに番号を書き入れて目録事項を記載する方法を取ったものと思われる｡

この作成方法の違いが何に基づくかは,不明である｡両者の作成時期に多

少とも隔たりがあり, B類についてはA類と同様の方法を取らなかったと憶

測するのみである｡ただ, ABを比べれば,作り方としては, A類の方が予

めA字を書き込んだ用紙を用意していることから,丁寧な印象を与えること

は否めないであろう｡

しかし,より重要なのは,そもそも,何故このようにA･Bに分類されて

いるかであろう｡アストンはその理由を明示していない｡以下,この間題を

考えてみよう｡

アストンの死後cULに渡った蔵書は,上述のように,アストン自身の蒐

集にかかるアストン本来の蔵書と, 1892年に貸与されたサトウの蔵書によっ

て構成されていた｡そして,現在もその出自はある程度区別が出来るのであ

る｡というのも,アストン本来の旧蔵書には多く｢英国阿須頓蔵書｣の蔵書

印が,またサトウのそれには多く｢英国薩道蔵書｣の蔵書印が捺されている

からである｡ EJCULはこの旧蔵印の有無を逐一注記している点でも極めて有

益であるが,ここでその成果を活用して, A類･ B類について両者の関係如

何を調べてみると,興味深い結果が得られるのである｡すなわち,現存書の

うち,アストン旧蔵印の捺されているものがA類では1 1 5点に及ぶのに対

し, B類では僅かに3点あるにすぎないという点である｡さらに, EJCULは

旧蔵印のみならず,旧蔵者の書入れ等の有無についてもやはり逐一注記して

いるのであるが,アストン,サトウいずれの旧蔵印も捺されていないものに

ついて,その注記の如何を見てみると, A類では例えばアストンの自筆の署



54 ケンブリッジ大学図書館蔵｢アストン和書目録｣について(1)

名･書入れやアストン-の贈呈を示す文言などによって明らかにアストン旧

蔵書であることを示すものが多数見受けられるのに対し, B類ではそのよう

なものは全く確認されず,逆にサトウの自署やサトウ自筆の反故紙を樟脳の

包み紙としたものが見られるなど,明らかにサトウの旧蔵書であることを示

すものが多い｡無論,アストン旧蔵を示す徴証が何ら存しないものであって

も,一般的には,それがアストン旧蔵書である可能性は,それがサトウ旧蔵

書である可能性と同程度に存するのであるが,以上の所見からすると, B類

はそのほとんどがサトウ旧蔵書,すなわちサトウからアストンへの貸与分に

よって占められていると考えられるのである｡アストン旧蔵印が捺された3

点についても,サトウからの貸与分に含まれていた可能性がある｡というの

も, EJCULによれば,アストンからの譲渡とは別に,サトウ本人からCUL

に寄贈された書物の中にはアストン旧蔵印の捺されたものが存するからであ

る｡サトウやアストンらがお互いの便宜のため,日頃から書物の貸し借りを

していたことは既に述べたが,サトウの旧蔵書にはかつてアストンから借り

てそのままになっていた書物もあったのであり,それらがアストンへの貸与

分に紛れていた可能性は十分あるのである｡

一方, A類には,アストン本来の旧蔵書物のほとんどが含まれていたと考

えてよい｡蔵書印その他でアストン旧蔵を明示するものはもちろんであるが,

それ以外にも,サトウ旧蔵の徴証なきものの中,かなりの数の書物がアスト

ン旧蔵にかかると見てよいであろう｡しかし,それにもかかわらず, A類に

はサトウ旧蔵にかかる書物が少なくとも300点ほど存することが確認される

のである｡

結局,現存の書物との照合による限り, A類の目録はアストン本来の旧蔵

書物とサトウからの貸与分で構成され, B類のそれはほとんどサトウからの

貸与分で占められていると概観することができるのである｡そして,この概

観はAB両目録の編成方法の相違と密接な関係があるのではないかと思う｡

されば,その相違とは何か｡ A類には,やはり左上隅にA字の記された

いわば分類票が,分類された各々の書物群の始めに配されている｡これによ
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れば, A類の合計　　点の書物は大きく三つのCase (書架) i nmによって

分類され,さらにその一つのCaseの書物群はShelf (棚)に細分されている｡

ただし,そのShelfに付された番号はCaseを超えた通し番号である｡いま,

それらの分類票を整理し,便宜番号を付して掲記すると以下のごとくである｡

①Case I

②Case I

③Case I

④Case I

⑤Case I

⑥Case I

⑦Case II

⑧Case II

⑨Case II

⑲Case II

⑪Case II

⑫Case II

⑬ Case III

⑲ Case III

⑮Case IE

⑲Case ID

⑫Case m

⑲Case ID

Shelf 1　　　　　　　1-95　　　　　409vols

Shelf 2　　　　　　　　96-199

Shelf 3　　European Books

Shelf 4　　　　　　　　200-246

Shelf 5　　　　　　　　247-297

Shelf 6　　　　　　　　298-360

Shelf 7　　　　　　　　361-469

Shelf 8　　　　　　　　470-567

Shelf 9　　　　　　　　568-634

Shelf 10　　　　　　　　635-663

Shelf 11　　　　　　　664-681

Shelf 12　　　　　　　　682-739

Shelf 13　　　　　　　740-762

Shelf 13, 14 & 15　　740-738

Shelf 16

Shelf 17

Shelf 18

839-885

886-934

935-972

973-1081

281vols

415vols

273vols

205vols

545vols

257vols

245vols

196vols

287vols

243vols

これに対してB類の分類票としては｢B 1 to418｣と記された用隻が1

枚存するのみである｡ B類は合わせて897点からなるが, 419番から897番ま

での書物を分類したことを示すものは存在しない｡それはあるいはかつては

存在したがCUL譲渡時までに失われてしまったのかも知れないし,あるい

はもともと存在しなかったのかも知れない｡しかし,いずれにせよ, A類の

ようにCaseやShelfによる分類を行っていないことは確かである｡
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A類の分類が一見してアストン宅に実在した三つ書架と棚に基づく分類で

あることは明らかである｡アストンは和書のみならず,洋書も所有していた

はずであるが, ③票はそのことを示している｡本目録は和書目録であるから

当然のことながら,この③票の洋書の詳細は省かれている｡アストン所有の

洋書がこの一つの棚に収まるものであったとは即断Lがたいけれども,おそ

らくは6段からなる少なくとも三つの大きな書架が一つの棚を除いてすべて

和書で埋められていたのであろう｡多くは和装本であるから, 1冊の厚みは

さほどではないとはいえ, 1段あたり200冊から300冊さらには400冊以上の

書物がぎっしりと横積みに排架されていたことであろう｡

一方, B類はそもそも分類されているか否かも不明である｡ 419番から897

番までの分類票が存在しない事情は不明であるが,たとえかつては存在して

いたとしても,その必要性はさほど高くなかったのではあるまいか｡ B類の

書物群は書架に排架されたA類のように,細かに分類されるような形態では

置かれていなかったのであろう｡そして,もしそのように想定することがで

きるとすれば,ほとんどがサトウからの貸与分で占められているB類の書物

群は,膨大な冊数ゆえ書架に排架しきれず残った書物であったと考えられる｡

すなわち,それらは書架以外のいくつかの場所に置かれていたのであろう｡

年にサトウから蔵書の貸与を受けたとき,アストンの書架にはすでに

アストン自身が蒐集した多くの和書が並んでいたはずである｡あるいは新た

に書架を作ったかも知れぬが,それでも膨大なサトウの蔵書を全て排架する

ことは不可能であったと思われる｡そこで,アストンはサトウからの貸与分

の中から,おそらくは排架すべきものからできる限り排架してゆき,ついに

排架しきれなかった900点近くの書物をやむなくどこかに積み上げる外な

かったのである｡

アストンは目録作成に際して,書架に排架されているものをA類,それ以

外をB類と大きく分け,先ずはA類から着手した｡ Aの字を左上隅に記し

た多数の用隻を準備する一方,三つの書架の合わせて1 8の棚に番号を付し

て,棚ごとに蔵書の目録と総冊数まで含めた分類票を作成していったのであ
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る｡書誌のみならず,内容についても簡潔なコメントを記し付けてゆく作業

は当然多くの日数を要したであろう｡その間,作業が中断したり,書物が移

動したりといった作業に混乱を生ぜしめるようなこともあったと思われる｡

上記A類分類票の⑬⑲に重複が見られることや, ⑲にShelfの番号がない

ことは,そのような事情によるものではなかろうか｡

かくして, A類の目録が完成してから,おそらくはやや時間を置いて,ア

ストンはB類の目録作成に取りかかった｡このときは, A類のように,あら

かじめ, B字入りの用隻を準備することなく,白紙の用隻に一点ごとにその

都度｢B｣と書き入れて目録を採っていった｡また,分類票は少なくとも1

枚は作成しているが, A類のように総冊数を数えることはしていない｡これ
/

らの点で, B類ぼややきめの細かさに欠ける憾みがある｡しかし,点数では

A類に及ばないものの,書架に排架されていない書物を一点一点手にとって

調べてゆく作業はA類に比べてはるかに手間がかかったことと思われる｡

本目録の構成から以上のような作成過程を想定してみると,本目録こそは,

かつてのアストン宅での三つの書架の壮観とサトウ蔵書が書架以外の場所に

所狭しと積み上げられた様子とを図らずも妨俳とさせる,アストン研究の重

要資料であることが知られるのである｡そして,アストンがサトウ蔵書から

何を選んで排架したのか｡　　年当時,アストンは三つの書架にどのような

書物を並べて自らの研究に供していたのか｡これまでの外形的な検討賠呆を

踏まえ,さらに本目録の内容を検討することによって,アストンの研究生活

の実相に迫ることができるのではないかと思う｡ (未完)

本稿は平成14�"15年度科学研究費補助金萌芽研究｢W.G.アストンの基礎的研究｣および

平成16年度同上基盤研究(C) ｢先駆的英国人日本学者のネットワーク｣による成果の一部

である｡


